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「『なぜだろう』を大切に」

昨年 11月号でもノーベル賞の話題を取り上げましたが、今年も日本人研究者の受

賞という明るいニュースがありました。2026年のノーベル化学賞は、硤合憲三氏（東

京理科大学名誉教授）が受賞され、その長年にわたる研究成果が世界的に高く評価さ

れました。 

ノーベル賞を受賞するような発見や研究は、特別な才能だけで生まれるものでは

ありません。「なぜだろう」「本当だろうか」という素朴な疑問を大切にし、粘り強く

考え続けた先に生まれるものです。 

本校でも、子どもたちが自ら問いをもち、調べ、考え、友だちと対話しながら学び

を深める探究的な学びを大切にしています。未来は予測困難な時代と言われますが、

そのような時代だからこそ、自ら課題を見つけ、解決しようとする力が求められま

す。 

今年も日本人研究者が世界に認められたことを誇りに思うとともに、子どもたち

一人ひとりが「もっと知りたい」「やってみたい」という気持ちをもち続けられるよ

う教育活動を進めてまいります。もしかすると、未来のノーベル賞受賞者が上神谷小

学校から生まれるかもしれません。 

https://www.sakai.ed.jp/sakai079/weblog


⚫ いもほり・稲刈り体験 

 

営農組合様のご支援のもと、いもほり体験と稲刈り体験を行いました。地域の方々の温か

いご協力により、子どもたちは土に触れ、自然の恵みを肌で感じる貴重な時間を過ごすこと

ができました。ご尽力いただきました営農組合の皆様に感謝申し上げます。 

 

⚫ 土曜参観・見守り隊感謝の会・上神谷っ子の集いについて 

 

10月 31日（土）に「土曜参観」・「見守り隊感謝の会」を行います。今年度は１時間目に「見

守り隊感謝の会」を行います。全学年が体育館に集まり見守り隊の皆様に感謝の気持ちを伝え

ます。保護者の皆様もぜひ、「見守り隊感謝の会」にも参加いただきますようお願いします。 

参観後は保護者向けの教育講演会、PTA 主催の「上神谷っ子の集い」が行われます。そちら

の方も参加いただき、楽しんでいただければと思います。 

 

⚫ 「ふれあい交流事業」について 

 

若松台中学校区青少年健全育成事業の一環として、11月 14日（土）に若松台中学校で「ふ

れあい交流事業」が開催されます。詳細は先日配信しました案内をご覧ください。申し込み締

め切りは 11月 4日（水）となっております。 

 

⚫ 収穫祭について 

 

 営農組合様のご支援いただき、今年もたくさんのお米を収穫することができました。11月 19

日（木）に収穫祭を予定しています。詳細は後日配信しますので、ご確認お願いします。 

 

⚫ 公会計化（学校教材等）への移行について 

 

 堺市では、令和 9年 4月から学校教材費等の取扱いについて、学校園ごとに徴収・管理する

「私会計」から、市が徴収・管理する「公会計」へ移行します。これに伴い、学校教材費等の

支払先が学校園から市へ変更となります。つきましては、別途お渡しします堺市教育委員会か

らのお知らせをご確認のうえ、手続きを行っていただきますようお願いいたします。なお、書

類の提出先は堺市教育委員会事務局です。学校に提出せず、郵便ポストへ投函をお願いします。 

 PTA会費・修学旅行費等につきましては、「公会計」の対象外となるため、徴収方法につきま

しては現在調整しております。詳細が決まり次第、改めてお知らせいたします。 

 なお、スポーツ振興センター災害共済給制度の加入掛金は、学校教材費等と合わせてお支払

い（公会計）いただきます。スポーツ振興センター災害共済給制度への加入を希望しない場合

は、「スポーツ振興センター加入辞退届」を同封してください。 


